
いちごドリルプリント

戦国時代 名前

問1 室町時代後期、応仁の乱をきっかけに幕府の権威が衰えると、実力で領地を拡大する戦国大名が登場しました。彼らが自らの領国内の武士や民
衆を統治し、秩序を維持するために独自に定めた法を何といいますか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. 御成敗式目 2. 分国法 3. 公事方御定書 4. 武家諸法度

問2 16世紀半ばにキリスト教が日本に伝えられた当時の社会情勢や、その後の歴史的経緯について述べた文として、最も適切なものはどれか。
（2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. フランシスコ・ザビエルによる布
教以降、南蛮貿易の利益を求める戦
国大名の中には、キリスト教に入信
するキリシタン大名が現れた。

2. 当時の日本は鎖国体制が完成して
おり、ヨーロッパ諸国のうちイギリ
ス一国とのみ、長崎の出島で貿易を
行っていた。

3. 豊臣秀吉は海外貿易の利益を重視
し、バテレン追放令を出した後もキ
リスト教徒を一貫して手厚く保護し
続けた。

4. 織田信長は仏教勢力との対抗を優
先し、キリスト教の布教を厳しく禁
じてキリスト教徒を弾圧した。

問3 日本の戦国時代に相当する16世紀、ヨーロッパではキリスト教のあり方をめぐって大きな動きがありました。カトリック教会の腐敗を批判し、
聖書を信仰のよりどころとする「宗教改革」を始めた人物は誰ですか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. ナポレオン 2. ワシントン 3. ルター 4. クビライ・ハン

問4 15世紀後半に京都で始まった大規模な戦乱をきっかけに、室町幕府の権威が衰え、下の身分の者が実力で上の身分の者を倒して地位を奪うとい
う社会的な風潮が広まりました。この風潮を漢字3文字で何といいますか。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 下剋上 2. 徳政令 3. 惣一揆 4. 執権政治

問5 1549年にフランシスコ・ザビエルが日本に上陸し、キリスト教を伝えた背景には、当時のヨーロッパにおける宗教情勢が深く関わっています。
キリスト教が日本に伝えられるに至った直接的な背景を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年 長野県公立入試 類似）

1. 宗教改革によるカトリック教会の
勢力衰退に対し、新たな信者を獲得
するためにアジアなど海外への布教
が重視された。

2. 十字軍の遠征が失敗に終わったこ
とで、キリスト教徒がイスラム教勢
力に対抗するための同盟国を東アジ
アに求めた。

3. ルネサンスの進展によって人間中
心の考え方が広まった結果、宗教の
枠組みを超えた世界規模の文化交流
が推奨された。

4. ルターが自身の教えを世界に広め
るために組織を設立し、その活動の
一環として日本が最初の布教先に選
ばれた。

問6 戦国時代に各地を支配した戦国大名の多くは、「下剋上」という風潮の中で台頭しました。この時代における「下剋上」の説明として、当時の
社会状況をふまえた最も適切なものはどれですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 幕府から任命された守護が、自ら
の実力を高めて隣国を吸収し、支配
権を世襲していった。

2. 朝廷の権威を背景とした下級武士
が、実力行使によって幕府の政治を
批判し、地位を向上させた。

3. 農民たちが宗教的な団結を強める
ことで、武士の支配を実力で排除し
て自治を行った。

4. 下の者が実力で上の者に打ち勝っ
て地位を奪い、新たな領主として領
国支配を広げていった。

問7 15世紀に発生した応仁の乱以降、室町幕府の権威が衰退したことで、家臣が主君を倒したり、地方の武士が守護大名を追放したりして実権を握
る事例が全国で見られるようになりました。このように、実力のある者が上の身分の者の地位を奪う社会的な風潮を何と呼びますか。 （2018年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 尊王攘夷 2. 一揆 3. 下剋上 4. 版籍奉還

問8 加賀の一向一揆が、同時期に発生した「土一揆」などの他の社会運動と異なり、守護大名を倒して約100年もの長期にわたる自治を維持できた最
大の要因として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 高知県公立入試 類似）

1. 守護大名が自ら権限を放棄し、農
民たちに土地の所有権と徴税権を全
面的に譲渡したから。

2. 浄土真宗（一向宗）という宗教的
な信仰を通じて、農民や地侍が極め
て強固に団結していたから。

3. 惣村と呼ばれる村の自治組織が、
室町幕府の将軍から直接的な軍事的
支援を受けていたから。

4. 加賀国においてのみ、鉄砲などの
新式兵器を輸入するための自由貿易
港が独占的に認められていたから。

問9 戦国時代、現在の福井県にあたる北陸地方の要所に位置し、戦国大名の朝倉氏が有力な家臣を城下町へ集住させて築き上げた拠点の名称を選び
なさい。 （2022年 熊本県公立入試 類似）

1. 山口 2. 小田原 3. 一乗谷 4. 安土

問10 戦国大名が領国内の武士や民衆を統制するために定めた「分国法（分国章程）」に関連する記述として最も適切なものはどれですか。なお、法
の中には家臣同士の私的な争いを禁じる「喧嘩両成敗」などの規定が含まれているものとします。 （2018年 秋田県公立入試 類似）

1. 全国の戦国大名が共通のルールを
持つことで、大名間の和平を促進す
るために制定された。

2. 農民が団結して一揆を起こすこと
を推奨し、幕府の権威を完全に否定
するために制定された。

3. 朝廷から与えられた公家法をその
まま適用し、京都の文化を地方に広
めるために制定された。

4. 家臣たちが実力で主君をしのぐ下
剋上の動きを抑え、領内の秩序を維
持するために制定された。

問11 日本の戦国時代にあたる16世紀、ドイツのマルティン・ルターが、当時のカトリック教会の腐敗を批判したことから始まったキリスト教の改革
運動を何といいますか。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. ルネサンス 2. 宗教改革 3. 産業革命 4. 十字軍

問12 戦国大名が「分国法」を制定した主な背景と目的について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 将軍の命令を全国に徹底させ、守
護大名の権限を制限することで幕府
の権威を取り戻すため。

2. 海外との貿易を独占し、キリスト
教の布教を認めることで南蛮文化を
取り入れるため。

3. 領内の武士や農民の行動を統制し
、領国を一つのまとまった組織とし
て安定させ、他勢力との戦いに備え
るため。

4. 朝廷から与えられた守護としての
特権を誇示し、伝統的な荘園領主の
権利を保護するため。

問13 室町幕府の権威が衰退した戦国時代、各地で実力を持った戦国大名が登場しました。彼らが幕府の法律に頼らず、自らの領国を独自に支配し、
家臣や民衆を統制するために制定した法律を何といいますか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 分国法 2. 公事方御定書 3. 武家諸法度 4. 御成敗式目

問14 鉄砲の伝来がその後の日本の戦い方や社会に与えた影響として、最も適切な説明を選びなさい。 （2014年 沖縄県公立入試 類似）

1. 鉄砲の製造が困難であったため、
一部の特権階級のみが儀礼用として
保持した。

2. 外国との交易が危険視されたため
、すぐに鉄砲の使用や製造が全面的
に禁止された。

3. 集団戦法が主流となり、強力な火
力から守るための堅固な城が築かれ
るようになった。

4. 武士個人の技術がより重視される
ようになり、刀や弓矢による一騎打
ちが増加した。
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

分国法
室町幕府の支配力が弱まった戦国時代、各地の戦国大名は自らの領国を自立して治める必要が
ありました。そこで、家臣同士の争いを禁じる「喧嘩両成敗」や、年貢の徴収、婚姻の制限な
どを定めた独自の法である分国法（家法）を制定しました。なお、御成敗式目は鎌倉時代、武
家諸法度や公事方御定書は江戸時代の法です。

問2 答え 1
フランシスコ・ザビエルによる布教以降、南
蛮貿易の利益を求める戦国大名の中には、キ
リスト教に入信するキリシタン大名が現れた
。

キリスト教の布教は、ポルトガルやスペインとの「南蛮貿易」と密接に結びついていました。
鉄砲や火薬、生糸などの物資を得るために、九州を中心とした戦国大名は布教を許可し、自ら
も入信するケースが見られました。織田信長は布教を保護しましたが、その後の豊臣秀吉や江
戸幕府は、キリスト教が封建的な支配体制を揺るがすことを恐れ、禁止へと方針を転換しまし
た。

問3 答え 3
ルター

16世紀のドイツにおいて、神学教授であったルターは、カトリック教会が教会の改築資金を集
めるために免罪符（贖宥状）を販売していることを批判しました。これが宗教改革の始まりと
なり、後にプロテスタントと呼ばれる新しい宗派が生まれるきっかけとなりました。同時期の
日本は室町時代末期から安土桃山時代にあたる戦国時代でした。

問4 答え 1
下剋上

応仁の乱によって幕府の統制力が弱まると、身分秩序が崩れ、実力主義の社会へと変化しまし
た。「下の者が上の者をしのぐ」という意味のこの言葉は、室町時代後半から戦国時代を象徴
するキーワードとなりました。

問5 答え 1
宗教改革によるカトリック教会の勢力衰退に
対し、新たな信者を獲得するためにアジアな
ど海外への布教が重視された。

ルターによる宗教改革の影響で、ヨーロッパ内でのカトリック教会の勢力が弱まりました。こ
れに危機感を抱いたカトリック側は、失った勢力を補い、教勢を回復させるために、大航海時
代でつながったアジアなどの海外諸国へ積極的に進出しました。イエズス会の活動はこの一環
であり、日本へのキリスト教伝来もその大きな流れの中に位置づけられます。

問6 答え 4
下の者が実力で上の者に打ち勝って地位を奪
い、新たな領主として領国支配を広げていっ
た。

戦国時代には、本来は主君に仕える立場であった守護代や国人などが、武力などの実力によっ
て守護大名を追放したり、倒したりして自らが戦国大名へと成長する事例が多く見られました
。これにより、室町幕府の任命に基づかない新しい支配体制が各地に形成されました。他の選
択肢は一向一揆や守護大名の強化、幕末の動きを説明したものです。

問7 答え 3
下剋上

室町時代の中期から戦国時代にかけて、それまでの身分秩序が崩れ、実力主義の時代へと移行
したことを示す言葉です。この風潮によって、守護代や国人といった下の立場にいた者が、主
君である守護大名に代わって戦国大名として台頭する動きが加速しました。背景には、幕府の
統制力の低下と、土地や民衆を直接支配しようとする実力重視の価値観の広がりがあります。

問8 答え 2
浄土真宗（一向宗）という宗教的な信仰を通
じて、農民や地侍が極めて強固に団結してい
たから。

加賀の一向一揆の最大の特徴は、浄土真宗の信仰に基づく組織的な団結力にあります。各地の
寺院を拠点に、武士だけでなく一般の農民までが教えのもとに結集したことで、従来の守護大
名の支配を跳ね返すほどの軍事力と政治力を持つに至りました。この宗教的なネットワークが
、単なる不満による一時的な暴動（土一揆）とは異なる、持続的な自治体制を支える基盤とな
りました。

問9 答え 3
一乗谷

越前国（現在の福井県）を支配した朝倉氏は、一乗谷を拠点として栄華を極めました。それま
で各地の領地に分散していた有力な家臣を城下町に強制的に住まわせる「集住」を行うことで
、大名による統制を強め、軍事力を集中させる体制を整えました。この仕組みは、後の近世城
下町の先駆けとなりました。

問1
0

答え 4
家臣たちが実力で主君をしのぐ下剋上の動き
を抑え、領内の秩序を維持するために制定さ
れた。

戦国大名は、実力至上主義による下剋上が自分の身に及ぶことを防ぐ必要がありました。その
ため、家臣間の私闘を禁じ、大名の裁決に従わせることで領国支配を安定させようと分国法を
制定しました。一揆はむしろ大名が警戒し、鎮圧すべき対象でした。

問1
1

答え 2
宗教改革

16世紀のヨーロッパでは、カトリック教会が免罪符（贖宥状）を販売するなど腐敗が進んでい
ました。これに対しドイツのルターは「九十五ヶ条の論題」を発表して教会を批判し、信仰の
よりどころを教会ではなく聖書に求めるべきだと説きました。この動きはヨーロッパ全土に広
がり、プロテスタントと呼ばれる新しい派閥が生まれるきっかけとなりました。

問1
2

答え 3
領内の武士や農民の行動を統制し、領国を一
つのまとまった組織として安定させ、他勢力
との戦いに備えるため。

戦国大名は隣接する他の勢力と常に戦う状況にあり、領国内での内紛は命取りとなりました。
そのため、武士たちの勝手な婚姻を禁止したり、農民が年貢を納める義務を明確にしたりする
ことで、領地全体を強力に統率し、富国強兵を図る狙いがありました。

問1
3

答え 1
分国法

室町幕府の支配力が弱まり、各地の守護大名が自らの実力で領地を治める戦国大名へと成長す
る過程で、独自のルールが必要となりました。これを分国法（または「家法」）と呼びます。
鎌倉幕府の御成敗式目や江戸幕府の武家諸法度とは異なり、各大名が自分の領国内だけで適用
するために定めたという点が特徴です。

問1
4

答え 3
集団戦法が主流となり、強力な火力から守る
ための堅固な城が築かれるようになった。

鉄砲の普及により、それまでの騎馬武者による一騎打ち中心の戦い方から、足軽による集団戦
術へと大きく変化しました。織田信長が長篠の戦いで鉄砲隊を活用したことはその代表例です
。また、鉄砲や大砲の攻撃に耐えるため、石垣を高く積み上げ、広い堀を持つ巨大な城郭が築
かれるようになるなど、軍事・建築の両面に大きな変革をもたらしました。


